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安佐南区

安佐北区

太田川

山陽自動車道

可部東方面

三篠川

根の谷川

三入南・桐原方面



広島市安佐南区山本八丁目【死者2人】



広島市安佐南区緑井七丁目【死者１０人】



広島市安佐南区緑井八丁目【死者４人】



広島市安佐南区八木三丁目【死者４１人】



広島市安佐南区八木四丁目【９人】



広島市安佐南区八木八丁目【死者２人】



広島市安佐北区可部東二丁目【死者１人】



広島市安佐北区可部東六丁目【死者３人】



広島市安佐北区三入南二丁目【死者１人】



広島市安佐北区可部町桐原【死者１人】



○ 道路狭隘地区かつ土砂により重機の進入が阻ま

れている。

○ 進入路が確保されるまでの間、土砂運搬車両の

進入が不能。

○ 被災地が複数存在。

活動上の弊害



消 防 隊 の 活 動 状 況



消防署 署本部の概要

安佐南消防署 署本部
署本部長 消防署長

後方支援班
班長 副署長

警 備 班
班長 警防司令官

情報 収集 班
班長 予防課長

※ 通常の体制
消防署 署本部に応援隊の責任者が集結。

※ 今回の体制
現地指揮本部に合同指揮所を開設し、合同指揮所に各責任者

を集結。



○ 情報の共有化

○ 活動の調整

○ 活動上の課題を迅速に対応

○ 他の有識者等の意見を活動に反映

合同指揮所を設置



現地合同指揮所内での調整



◎ 関係機関の装備等を最大限に活用する。

○ 装備・活動人員には限りがあり、応援隊等関

係機関の協力が不可欠である。

◎ 合同指揮所の設置

○ 活動上の諸問題は、合同指揮所で関係機関が
協議を行い、迅速な判断決定を行う。

ただし、被害が広範囲及ぶ場合には、災害対

策本部と連携し、広域的な災害対応を行う必要
がある。

まと め



相互協力の方針の下、連携した活動状況


